
position: fixed; top: 0; right: 0;

position: fixed; bottom: 0; left: 0;

position: fixed; z-index: 100;

.header { position: fixed; top: 0; width: 100%; }

.back-to-top { position: fixed; bottom: 20px; right: 20px; }

.sidebar { position: fixed; z-index: 10; height: 100vh; }

2025年8月29日



CSS position:fixed
完全マスターガイド
要素を画面に固定する基本概念から実践的な活用パターン、

トラブルシューティングまで、初心者でもわかるCSSの必須テクニック

.fixed-header {

position: fixed;

top: 0;

left: 0;

width: 100%;

z-index: 1000;

}
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3 position:fixedとは？

position: fixed; とは、要素をブラウザの表示領域（ビューポート）

を基準に特定の位置へ固定するCSSプロパティです。

一度 position: fixed; で配置された要素は、ユーザーがページをスク

ロールしてもその場に留まり続けます。

特徴1: ビューポートが基準点

常に「画面（ビューポート）」を基準に配置される

特徴2: スクロールに影響されない

ページをスクロールしても指定した位置に固定表示される

特徴3: レイアウトから切り離される

通常の配置フローから独立し、他要素に影響しない

スクロールしても常に画面上に固定される

/* 固定ヘッダーの例 */

.fixed-header {

  position: fixed;

  top: 0;

  left: 0;

  width: 100%;

  background-color: #333;

  z-index: 1000;

}

/* 「トップに戻る」ボタンの例 */

.back-to-top {

  position: fixed;

  bottom: 20px;

  right: 20px;

}

※ fixedは「ビューポート（表示領域）」を基準に位置を決定

通常要素1

通常要素2

通常要素3

通常要素4

← スクロールしてみてください →

↓

CSS position:fixed 完全マスターガイド

固定要素
position:

fixed;



2 他のpositionとの違い

position: fixed; と他の配置プロパティの違いを理解することが重要

です。

各プロパティの基準点とスクロール時の挙動が最大の違いです。

static（デフォルト）

通常のフローに従って配置。位置の調整は不可能

relative

元の位置を基準に調整。元の場所は保持される

absolute

位置指定された祖先要素（多くの場合relative）を基準に配置

sticky

親要素の範囲内でのみスクロール追従。範囲外で消える

fixed

常にビューポート（画面）を基準に配置。どこまでスクロールしても追

従

各position値の基準点と挙動比較

position値 基準点 スクロール時

static 通常フロー 一緒に移動

relative 通常フローの位置 一緒に移動

absolute 位置指定された親 親と一緒に移動

sticky 親要素内 範囲内で固定

fixed ビューポート 常に固定位置

static

relative

absolute

sticky

fixed
 通常のフロー

 元の位置が基準

 親要素が基準

 範囲内で固定

 画面が基準

スクロール時の挙動

fixed


sticky

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5 基本的な書き方

position: fixed; は、HTMLとCSSの組み合わせでシンプルに実装でき

ます。

ビューポート（画面）を基準に、要素がスクロールしても追従する表

示を実現します。

基本記述: 位置を指定する

position: fixed; の後に top, right, bottom, leftで位置を指定

幅と高さを設定する

width, height プロパティで要素のサイズを明示的に指定すると安全

z-indexを忘れずに

他の要素と重なる場合は z-index で重なり順を制御する

後続コンテンツの調整

fixed要素の下に隠れないよう、コンテンツ側にpaddingやmarginを設定

シンプルなコード実装例

/* HTML */

<div class="fixed-box">

  このボックスは固定されています

</div>

/* CSS */

.fixed-box {

  position: fixed;

  top: 20px;       /* 画面上から20px */

  right: 20px;     /* 画面右から20px */

  background-color: #ffc107;

  padding: 1em;

  border-radius: 5px;

  z-index: 100;

}

※ position: fixed; は常にビューポート（画面）を基準に配置されます

ビューポート（画面）

top: 20px; right: 20px;

固定ボックス

スクロールしても位置は変わりません
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4 top, right, bottom, leftの使い方

position: fixed; と併用する位置指定プロパティは、要素をビューポ

ートのどの位置に固定するかを決定します。

これらのプロパティは単独でも組み合わせても使用できます。

top: 基準点から上方向の距離

画面上端からの距離を指定（例：top: 0;で上端に固定）

right: 基準点から右方向の距離

画面右端からの距離を指定（例：right: 20px;）

bottom: 基準点から下方向の距離

画面下端からの距離を指定（例：bottom: 0;で下端に固定）

left: 基準点から左方向の距離

画面左端からの距離を指定（例：left: 20px;）

画面上の位置指定例

/* 画面中央に配置する方法 */

.center-fixed {

  position: fixed;

  top: 50%;

  left: 50%;

  transform: translate(-50%, -50%);

  /* 要素の中心が画面の中心に来るように調整 */

}

/* 画面右下に配置する方法 */

.bottom-right {

  position: fixed;

  bottom: 20px;

  right: 20px;

}

※ 中央配置には transform プロパティとの組み合わせが必要

左上

top: 10px; left: 10px;

右上

top: 10px; right: 10px;

左下

bottom: 10px; left: 10px;

右下

bottom: 10px; right: 10px;

中央

top: 50%; left: 50%; transform: translate(-50%, -50%);
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7 z-indexによる重なり制御

z-index プロパティは、position: fixed; 要素の重なり順序（前後関

係）を制御するための重要な機能です。

固定要素は他の要素と重なるため、どの要素が前面に表示されるかを

明示的に指定する必要があります。

値が大きいほど前面に表示

z-indexの数値が大きいほど、要素は手前（上）に表示されます

スタッキングコンテキスト

親要素のz-indexが子要素のz-indexの効果範囲を制限します

position指定が必要

z-indexはposition: static以外の要素にのみ有効です

同じz-indexの場合

HTMLで後から記述された要素が前面に表示されます

z-indexによる重なり順の制御

/* 固定ヘッダーの例 */

.fixed-header {

  position: fixed;

  top: 0;

  left: 0;

  width: 100%;

  z-index: 1000; /* 高い値で最前面に */

}

/* メインコンテンツ */

.main-content {

  position: relative;

  z-index: 1; /* ヘッダーより低い値 */

}

/* モーダル/ポップアップ */

.modal {

  position: fixed;

  z-index: 2000; /* ヘッダーより前面に */

}

※ 同じ階層内では、z-indexの値が大きいほど前面に表示されます

z-indexの値が大きいほど前面に

後面 (background)

z-index: 1

z-index: 10

z-index: 100 (前面)

CSS position:fixed 完全マスターガイド
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9 実践例②：トップに戻るボタン

ページが長くなった際に、ユーザーが簡単にページの先頭に戻れるよ

うにするためのボタンです。

通常は画面の右下に固定表示され、クリックするとページ上部へスク

ロールします。

実装のポイント①：右下への固定配置

bottom と right プロパティで位置を指定

実装のポイント②：視認性の確保

コントラストの高い色や十分なサイズで目立たせる

実装のポイント③：JavaScriptとの連携

スクロール位置に応じた表示/非表示の切り替え

右下に固定表示されるボタン

/* HTML */

<a href="#" class="back-to-top">▲</a>

/* CSS */

.back-to-top {

  position: fixed;

  bottom: 30px;

  right: 30px;

  width: 50px;

  height: 50px;

  background-color: rgba(0, 0, 0, 0.7);

  color: #fff;

  border-radius: 50%;

  text-align: center;

  line-height: 50px;

  z-index: 999;

}

 JavaScriptで動的に制御する例：

window.addEventListener('scroll', function() {

  var button = document.querySelector('.back-to-top');

  if (window.scrollY > 300) {

    button.style.display = 'block';

  } else {

    button.style.display = 'none';

  }

});

ページの内容がここに表示されます...

スクロールすると内容が続きます...

長いページの場合、トップに戻るボタンが便利

です

ユーザビリティ向上に貢献します

特 ブ グ 事 ど 効 的

CSS position:fixed 完全マスターガイド
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10 実践例③：サイドバーメニュー

ブログやドキュメントサイトなどで目次や関連リンクを常に表示させ

ておきたい場合に、サイドバーを固定表示させる実装方法です。

主なポイントはメインコンテンツとの干渉防止のためのレイアウト調

整です。

レイアウト調整のポイント

メインコンテンツに左マージンを設定し、サイドバーとの重なりを防止

高さの制御

ビューポートの高さを基準に設定（calc(100vh - ○○px)）

スクロール対応

コンテンツが多い場合はoverflow-y: autoでスクロール可能に

レスポンシブ対応

画面幅が狭い場合は固定を解除するメディアクエリの設定

サイドバー固定表示の実装例

/* HTML構造 */

<div class="container">

  <aside class="fixed-sidebar">

    <!-- サイドバーコンテンツ -->

  </aside>

  <main class="primary-content">

    <!-- メインコンテンツ -->

  </main>

</div>

/* CSS */

.fixed-sidebar {

  position: fixed;

  top: 80px; /* ヘッダー高さ分 */

  left: 20px;

  width: 250px;

  height: calc(100vh - 100px);

  overflow-y: auto;

}

.primary-content {

  margin-left: 290px; /* サイドバー幅+余白 */

}

※ メインコンテンツの margin-left がレイアウト調整の要

メインコンテンツ1

メインコンテンツ2

メインコンテンツ3

メインコンテンツ4

メインコンテンツ5

margin-leftでスペース確保

CSS position:fixed 完全マスターガイド

メニュー1

メニュー2

メニュー3
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11 よくある問題①効かない原因

「コードは合っているはずなのに、なぜか position: fixed; が効かな

い！」これは多くの開発者が遭遇する問題です。

 親要素に transform がある

親要素や祖先要素に transform プロパティ（translate, scale,

rotate など）が指定されていると、fixedの基準がビューポートではな

く、その要素になる

→ 解決策：開発者ツールで確認し、不要な transform を削除する

 z-index が効いていない

要素は固定されているが、他の要素の下に隠れている場合、z-index の

問題かもしれません

→ 解決策：適切な z-index 値を設定し、スタッキングコンテキストを確認

 レスポンシブ対応の問題

小さい画面で固定要素が大きすぎる場合、コンテンツが見づらくなりま

す

→ 解決策：メディアクエリで画面サイズに応じた調整を行う

最も多い原因：transform問題

/* 問題のあるケース */

.parent {

  transform: scale(0.9); /* ← これがあると */

}

.child {

  position: fixed;    /* ← これが親要素基準になる */

  top: 0;

  left: 0;

}

/* 解決策 */

.parent {

  /* transformを削除するか別の方法で実装 */

}

※ これは駆け出しの頃に半日溶かした経験がある、非常に厄介な仕様です（記事より）

通常の親要素  OK

transform: rotate(5deg);
 NG

固定要素?

position: fixed;

CSS position:fixed 完全マスターガイド

固定要素

position: fixed;



12 よくある問題②：z-index競合

z-index が設定されているのに、要素が他の要素の下に隠れてしまう

ことがあります。これはスタッキングコンテキストが関わる問題で

す。

親要素の z-index が低い場合、子要素で高い z-index を指定しても、

親要素の重なり順を超えることはできません。

問題1: 親要素のz-indexが低い

子要素でいくら高いz-indexを指定しても、親要素の重なり順を超えられ

ない

解決策: 親要素のz-indexも適切に設定する

問題2: スタッキングコンテキストの競合

opacity, transform, filter などのプロパティも新しいスタッキングコンテ

キストを生成する

解決策: HTML構造の見直しを検討する

問題3: z-indexの値が不統一

999や9999など極端な値を使うと管理が難しくなる

解決策: 10単位など管理しやすい値を使う

スタッキングコンテキストの理解が重要

/* 問題のあるコード */

.parent {

  position: relative;

  z-index: 1; /* 低いz-index */

}

.child {

  position: fixed;

  z-index: 999; /* いくら高くても親を超えない */

}

/* 解決策 */

.parent {

  position: relative;

  z-index: 10; /* 親のz-indexを上げる */

}

  開発者ツールでスタッキングコンテキストを確認すると問題解決の助けになります

スタッキングコンテキストの例

子要素は親のz-indexを超えられない！

CSS position:fixed 完全マスターガイド
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13 レスポンシブ対応

スマートフォンなどの小さい画面では、固定要素が画面の大部分を占

めてしまい、コンテンツが見づらくなる問題があります。

様々なデバイスに適したレイアウトを実現するには、メディアクエリ

を使って画面サイズに応じた調整が必要です。

問題点: 表示領域の圧迫

固定ヘッダーが高すぎると、スマートフォンでは有効コンテンツ表示領

域が狭くなる

解決策: メディアクエリによる分岐

小さい画面では固定を解除するか、ヘッダー高を低く調整

代替案: 条件付き固定表示

スクロールの量やユーザーアクションに応じて固定状態を切り替える

（JavaScript併用）

デバイス別のposition:fixedの見え方

スマートフォン

画面の20%を占有

↓

表示領域の問題

タブレット

画面の12%を占有

デスクトップ

画面の8%を占有

/* 固定ヘッダーの基本スタイル */

.site-header {

  position: fixed;

  top: 0;

  left: 0;

  width: 100%;

  height: 60px;

  background-color: #333;

  z-index: 1000;

}

/* スマートフォン向けの調整 */

@media (max-width: 768px) {

  .site-header {

    position: static; /* 固定を解除 */

    /* または高さを低く調整する */

    /* height: 50px; */

  }

  

  .main-content {

    padding-top: 0; /* 固定解除に伴い余白もリセット */

  }

}

※ スマートフォンでは、固定要素は常に最適解とは限りません
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固定ヘッダー 固定ヘッダー 固定ヘッダー



14 上級テクニック

position:fixedを実務で効果的に活用するためのプロフェッショナル

向けテクニックを紹介します。

 パフォーマンス最適化

固定要素はページスクロール時に再描画が発生するため、will-changeプロ

パティで事前にブラウザに通知しましょう。

.fixed-header { will-change: transform; }

 アクセシビリティ対応

固定ヘッダーで重要コンテンツへのスキップリンクを提供し、キーボード操

作でのフォーカス管理を適切に行いましょう。

<a href="#main" class="skip-link">メインコンテンツへ</a>

 JavaScript連携

スクロール位置に応じたヘッダーの表示/非表示やデザイン変更を実装できま

す。

window.addEventListener('scroll', handleScroll);

実務で差がつくテクニック集

/* パフォーマンス最適化 */

.fixed-header {

  position: fixed;

  top: 0;

  left: 0;

  width: 100%;

  will-change: transform; /* GPUアクセラレーション */

  transition: transform 0.3s;

}

/* スクロール連動でヘッダーを隠す JavaScript連携例 */

let lastScrollY = 0;

window.addEventListener('scroll', () => {

  const currentScrollY = window.scrollY;

  

  if (currentScrollY > lastScrollY) {

    // 下スクロール時：ヘッダーを隠す

    document.querySelector('.fixed-header')

      .style.transform = 'translateY(-100%)';

  } else {

    // 上スクロール時：ヘッダーを表示

    document.querySelector('.fixed-header')

      .style.transform = 'translateY(0)';

  }

  

  lastScrollY = currentScrollY;

});

Fixedヘッダーのアクセシビリティ対応パターン

ヘッダー（position: fixed） Skip to Main

1. スキップリンクの設置

2. キーボードフォーカスの視認性確保

3. Z-indexの適切な管理

4. 固定要素による重要情報の遮蔽防止

※過剰な fixed 要素の使用はパフォーマンスとユーザー体験の両方に影響します
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15 まとめ：学びを実践へ

position: fixed; は、Webデザインを格段に向上させる強力なCSSプ

ロパティです。基本を理解し、実践的な知識を身につけることで、あ

なたのWebサイト制作スキルは大きく向上します。


基準点はビューポート

常に画面（ビューポート）を基準に位置が決まります


z-indexで重なり制御
他要素との重なりはz-indexで適切に管理しましょう


transform問題に注意
親要素のtransformがfixedの基準点を変えます


レスポンシブ対応は必須

小さい画面では固定要素の挙動を見直しましょう

実践での活用シーン

今後の学習ステップ

他のposition値との組み合わせパターンを学ぶ

アクセシビリティに配慮した実装を心がける

CSS Gridやflexboxとの連携テクニックを習得する

パフォーマンスを意識した実装を練習する


固定ヘッダー/ナビゲーション
コンテンツにpadding-topを設定して被らないように調整


トップに戻るボタン

JavaScriptと連携してスクロール量に応じた表示制御も


サイドバー/目次固定
メインコンテンツにmarginを設定して空間確保


モーダル/通知表示
画面中央や端に情報を固定表示させる実装に
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